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令和８年度 ＰＴＡ総会日程 

１． 日 時  令和８年５月９日（土） 

２． 日 程   ８：３０～ ８：４５ 受付（生徒昇降口） 

         ８：４５～ ９：４０ 公開授業（各教室） 

  授業一覧 

組 １組 ２組 ３組 ４組 ５組 ６組 ７組 ８組 ９組 

担当 原田 柏崎 阿保 中澤 門井 請川 安藤 柴原 谷田部 

科目 化学基礎 歴史総合 数学Ⅰ 数学Ⅰ 英コミⅠ 保健 数学Ⅰ 英コミⅠ 公共 

          

１０：００～１０：５０ ＰＴＡ総会（体育館） 

         １１：１０～１２：００ 年次ＰＴＡ（体育館） 

         １２：１０～１３：００ 学級懇談会（各教室） 

         １３：１０～１４：００ 各種委員会 

         （生徒支援：会議室 広報：被服室 生涯学習：図書室） 

 

資料目次 

年次主任挨拶                            ･･･２ 

令和８年度 １年次年次委員・生涯学習委員・職員名簿         ･･･４ 

令和８年度 １年次行事詳細                     ･･･５ 

令和８年度 １年次予算（案）                    ･･･６ 

修学旅行について                          ･･･７ 

進路支援部から                           ･･･10 

生徒支援部から                           ･･･15 

教育相談部から                           ･･･17 

 

第１年次ＰＴＡ式次第 

１．開式の言葉 

２．第１年次主任挨拶 

３．年次職員紹介 

４．年次委員の紹介 

５．議事 

（１） 年次委員承認        （３）１年次予算（案） 

（２） １年次行事詳細（案） 

６． 学校概要説明他 

（１） 修学旅行について      （３）生徒支援部から 

（２） 進路支援部から       （４）教育相談部から 

 

７．閉式の言葉 
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令和８年度 牛久栄進高等学校１年次 PTA 資料 

 

令和８年５月９日 

１年次主任 西村 充 

１.年次主任挨拶 

 令和８年度入学生保護者の皆様、第１年次主任の西村です。教員 18 年目、教科は保健体

育です。特技は料理で、ハンバーグを作る際は肉汁を一滴も漏らさない火加減で焼くことが

こだわりです。さて、ご入学からちょうど１か月が経ち、生徒の皆さんは高校生活のさまざ

まな要素がうまく稼働し始めた頃かと思います。この調子で心身の健康を大切に充実した

高校生活を送ってもらいたいと思いますが、時には学習活動、部活動、人間関係などで失敗

したりストレスを感じたりすることもあるでしょう。立ち直れないくらい大きな失敗や過

度なストレスは禁物ですが、些細なものについてはより大きく成長するチャンスでもあり

ます。我々職員一同は時には手を差し伸べ、時には寄り添い、時には我慢強く見守り、３年

後は生徒自身が自らの力で立ち上がり、未来を切り開き、逞しく歩んでいけるよう全力でサ

ポートしたいと考えております。ご理解とご協力の程よろしくお願いいたします。 

 

２.１年次年次役員兼年次委員・職員名簿 

 アンケートをもとに、年次役員兼年次委員を４名の保護者の方にご担当いただくことに

なりました。ご協力ありがとうございました。（詳細は P.4） 

 

３.1 年次行事詳細 

 １年次主催の行事は主に進路に関して実施しております。本校では１年次の 12 月に２，

３年次で文系カリキュラムと理系カリキュラムのどちらで学ぶかを選択することになって

います。この選択は高校あるいは大学卒業後の進学や就職につながっていく重要なのもで

す。自分の適性や興味・関心が何なのかを知るためには、どのような学問分野や職業がある

のかを知り、進学先についての知識を広く得る必要があります。その一助となりうる行事と

して、二つの行事を企画しております。一つは 10 月上旬に計画しております「大学・研究

所訪問」です。８～９つのコースに分かれ、大学と研究所（企業、博物館等も含む）を見学

します。もう一つは 11 月に計画しております「職業観セミナー」です。大学教授も含め、

各界で活躍されている社会人の方々を講師として招いて高校生向けに講義をしていただき、

学問分野や職業に関する深い理解につなげたいと考えております。他にもベネッセによる

模擬試験についての進路講演会や文理カリキュラムについての進路講演会も予定しており

ます。 

 

４.１年次学年費予算書 

 予算書については、年次委員会（文書対応）にて年次委員の方々から承認をいただきまし

た。年次費は主に生徒が使用する各教科の教材費として当てられます。入学前に教科書とと

もに購入していただいた副教材はほんの一部で、年間を通した教育活動に必要な教材費は

年次から支出しております。 

また、全国区の中での学力到達度を確認するため本校では年に数回模擬試験を実施してい

ます。模擬試験代は教材費の次に大きな支出項目となります。 
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５.修学旅行 

 ４月９日（木）に実施した修学旅行プレゼンテーションには、JTB、近畿日本ツーリスト

の２社が参加し、年次職員と年次の保護者がそれぞれ吟味した結果、別紙にあります旅行会

社（JTB）に決定いたしました。非常時や悪天候時の対応能力について保護者及び職員とも

に評価が高かったことが選定の理由として挙げられます。資料にある行程表はプレゼンテ

ーション段階の仮のものであり、これから内容については旅行会社と詰めていきます。以下

に本校が旅行業者に指定した仕様書の内容を掲載いたします。 

 

(1)旅行の期日及び宿泊先 

   令和９年 10 月３日(日)から６日(水)まで 

   １泊目・・・・・ノボテル沖縄那覇（那覇市） 

   ２・３泊目・・・オリエンタルホテル沖縄リゾート＆スパ（名護市） 

 (2)非常時及び急病人への対応。 

 (3)荒天時の代替案及び交通手段の確保。 

 (4)体験的な平和学習プランが充実しているか。 

 (5)実りあるタクシー研修の計画。 

 (6)自然・文化体験の充実。 

 (7)食事内容の充実。 

 (8)予算は 11 万円程度。 

 

６.進路支援 

 本校では今年も多くの生徒が難関国公立、難関私立に合格し、巣立っていきました。令和

８年度の入学生の皆さんも３年後、自分の望む進路に進んでいってもらいたいと思います。

そのためには、生徒の皆さんには自分自身の興味・関心、教科の適性、将来への希望につい

て深く考えるとともに前述の職業観セミナーや大学研究所訪問などをとおして、少しでも

明確なビジョンをもって 12 月の文系・理系のカリキュラム選択を行っていただきたいと思

います。日々の授業を大切にし、週単位で課される課題に真摯に取り組み、状況に応じて今

後開講予定の課外への参加などを通して学力を高めることで志望校合格に繋げていきまし

ょう。牛久栄進に進学して良かったと思えるような卒業式となるよう共に頑張りましょう。 

 

７.生徒支援 

 ４月８日（水）に株式会社トンボの方をお招きして、制服着こなしセミナーを実施し、現

在は概ね望ましい身なりで学校生活を送ることができています。生徒が学校生活に慣れる

ことは良いことではありますが、緊張感が薄れ、ネクタイ・リボンのつけ方が緩んだり、女

子生徒がスカートを折り、丈を短くして着用するということがないよう初心を忘れず過ご

してもらいたいと考えています。ご家庭でもそういった服装をはじめ、高校生活全般が望ま

しいものとなるようご協力いただければ幸いです。 

 

８.教育相談 

 高校生に限らずメンタルヘルスの維持は現代の日本において大きな健康課題です。学習

面、人間関係などで悩みを感じている生徒への支援のため、本校では教育相談担当の教職員

との相談やスクールカウンセラーによるカウンセリングを行っておりますのでご利用下さ

い。スクールカウンセリングをご希望の場合はクラス担任をとおしてご予約下さい。 
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令和８年度 牛久栄進高等学校１年次 PTA 資料 

年次役員兼年次委員 

年次役員 氏名 生徒氏名 

委員長 藤間 剛 藤間 光月（1-7） 

副委員長 木村 麻里子 木村 颯翔（1-4） 

会計監査 
吉波 麻理 吉波 苺彩（1-5） 

田上 恵理 田上 瑛麻（1-2） 

 

年次職員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主任 西　村　　　充 保健体育

副主任 門　井　美奈子 英語

組 担任 教科 組 担任 教科

1組 原　田　剛　卓 理科 1組 藤　田　多佳子 英語

2組 柏　崎　美紗子 社会 2,3組 津　脇　義　明 社会

3組 阿　保　武　龍 数学 4組 越　中　靖　子 国語

4組 中　澤　直　人 数学 5,7組 浅　井　奈々子 社会

5組 門　井　美奈子 英語 6組 牧之段　はるか 国語

6組 請　川　順　也 保健体育 8組 柴　原　明　子 英語

7組 安　藤　正　人 数学 9組 入　澤　ひろみ 家庭

8組 青　木　勇　也 国語 年次付 若　槻　　　晶 英語

9組 谷田部　駿　也 社会
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令和８年度 １年次行事（案） 

１ 課外 

（1）通常課外 

学習の進度状況に合わせて、希望者を対象に早朝・放課後に実施予定。 

（2）長期休業中の課外 

7 月下旬から８月上旬にかけて希望者を対象に課外を実施予定。 

（3）特別学習会 

各考査直前の土曜日に自習室の解放及び状況に応じて課外授業を実施予定。 

2 模擬試験 

（１）スタディサポート 

・基礎学力確認と学習意欲調査（英数国 ４月実施済 ） 

（２）進研模試 

・ベネッセ学力テスト（英数国 7/4(土)、11/7(土)、1/9(土) 実施予定） 

（３）全統模試 

・河合塾学力テスト（英数国 8/3(月) 実施予定） 

（４）英検（準２級） 

１月に原則全員受検で実施予定。 ＊準２級取得者は２級を受験可能。 

（５）駿台模試 

・主に難関大学を志望する生徒向けの模試です。希望者のみ。 

３ 進路行事・保護者面談 

（１）進路講演会(６月実施予定：ベネッセコーポレーション) 

・４月実施のスタディサポート学習状況リサーチの結果を踏まえ、現在の課題

点や今後の学習方法などについての講演を予定。 

（２）保護者面談(各クラスによって日程が異なります) 

・7/24(金),25(土),27(月),28(火)：２者面談  12/14(月)～18(金)：３者面談 

→12 月の面談で文理の決定を行います。 

（３）大学・研究所訪問・・・10 月実施予定(生徒対象) 

・大学や研究所などを見学し、進路選択の一助とする。 

（４）進路説明会・・・10 月定期考査Ⅳ終了後実施予定 

・文理選択について 

（５）職業観セミナー・・・11 月実施予定(生徒対象) 

・各界で活躍されている社会人の方々の講話を聴き、職業観を養う。 

（６）進路説明会(11 月実施予定：河合塾) 

・大学受験について 

４ その他 

（１）制服着こなしセミナー 4/8(水)実施済 

（２）生徒交流ワークショップ 4/10(金)実施済 

（３）スマホ・ケータイ安全教室 4/13(月)実施済 

（４）交通安全講話 ６月実施予定 
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令和8年度第1年次学年費予算書（案） 令和8年5月9日

1　収入の部
（単位：円）

科目 予算額 摘要

1 入学時納入金 10,800,000 30,000円×360人
2 年次費 19,440,000 27,000円×2×360人

3 雑収入 0 利子等

合計 30,240,000

2　支出の部
（単位：円）

科目 予算額 摘要

1 教材費 17,856,170

各教科副教材，ファイル他

内訳（国9,434円、数8,957円、英13,699円、社200円、
　　  理52円、情3,850円、家4,850円、保健体育200円、
　　　探究500円、年次3,070円、教育相談1,050円）×360人
　　＋(音楽3,000円×130人/書道3,583円×108人/
        美術4,663円×122人)

2 模試代 5,796,000
スタディサポート1,224,000円（3,400円×1回×360人）

進研模試3,456,000円（3,200円×3回×360人）

河合模試1,116,000円（3,100円×1回×360人）

3 年次運営費 180,000 クラス運営費等（500円×360人）

4 進学対策費 50,000 大学・研究所訪問、進路講演会

5 図書費 350,000 受験情報雑誌、年次図書等

進路の足跡 108,000 300円×360人

生徒手帳 100,800 280円×360人

スポーツ安全保険 288,000 800円×360人

日本スポーツ振興センター加入費 691,200 1,920円×360人

大学研究所訪問バス代 1,800,000 大型バス（5,000円×360人）

生徒写真代 291,600 810円×360人

卒業生への記念品 180,000 500円×360人

防犯対策費 34,650 自転車ステッカー63円×500枚（予備含む）＋税

予備費 2,513,580 郵送代・副教材追加費など

合計 30,240,000

※科目間の流用を認める。

3 収支
収入総額 30,240,000

支出総額 30,240,000

差引残額 0

6
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令和９年度修学旅行取扱業者の決定について 

 

 

1 取扱業者 

株式会社 JTB 茨城南支店 

 

 

2 決定理由 

令和８年４月９日（木）プレゼンテーションの後、保護者４名、年次職員 15 名、事務

職員 1 名、管理職 2 名の合計 22 名で協議した結果、以下の理由で決定した。 

・実績や経験が豊富である。 

・プラン詳細が明確である。 

・プランが魅力的である。 

・タクシー班別研修が充実していると感じた。 

・プレゼンテーションから手際の良さが期待できた。 

・予算の計上が明確である。 

・安全面が充実していると感じた。 

 

          

3 備  考 

総投票数票 

・ＪＴＢ 18 票 

・近畿日本ツーリスト ４票 

・東武トップツアーズ （プレゼン辞退） 
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進路支援部から 

 

Ⅰ 1年次の学習について 

 高校の授業は中学校の延長ではありますが、新しい知識量（公式や単語等）が格段に増え

るため、中学校とは全く違ったものと考えた方がよいと思います。中学校と比較すると、授

業の進度は速く、授業内容のレベルも高く、大学入試に対応できる力を構築するものとなっ

ています。高校入学後、受け身の姿勢で授業に臨んだ結果、次第に苦手な教科や科目ができ

てしまうという生徒も少なくありません。 

 

＜４月学習状況リサーチ集計結果から＞※今年度はまだ結果が届いていないため、昨年度

のもの 

 

 また、部活動に加入した生徒のほとんどが「文武両道」を意識し、部活動も勉強も頑張り

たいと思って学校生活を送っています。文武両道を掲げることで、時間のコントロールが少

しずつ上手になり勉強への集中力も育成されます。例えば、ご家庭で「夕食後すぐに勉強す

る」など、自分の生活スタイルに合わせた学習習慣の確立が求められます。 

 

高校で求められる「学習への取り組み方」についてのまとめ 

（１）予習→授業→復習のサイクルを確立する 

 予習の目的は、分からないことを明確にすることです。授業は予習で分からなかったとこ

ろを解決するためにある、という考えで臨むことが大切です。復習の目的は、授業で学んだ

学習内容を頭の中で整理し、しっかりと定着させることです。この黄金のサイクルを実践す

る習慣をつけてしまえば、高校の授業も理解でき、校内の考査や模擬試験で成績が伸びます。 

（２）学力向上の為に授業を活用する 

 高校の授業は、生徒が予習してくるのを前提に授業を進めます。授業では特に生徒が予習

して分からなかった部分の説明に力を入れます。さらに、覚えてほしいところやつまずきや

すいところを確認します。そのため、予習をして授業に臨むようにしてください。特に部活

動に入っている生徒は、集中力を発揮して授業内で理解しようと心がけることが必要です。

授業を受け身の態度で臨んでいては文武両道とは言えません。 

（３）十分な自宅学習時間を確保する 

 高校生が取り組むべき自宅での学習時間の目安は「学年＋２時間」以上と言われています。

高校１年生の場合、３時間以上の学習時間を確保するのが望ましいという計算になります。

本校では、平日は原則２時間以上、休日は４時間以上の家庭学習時間を確保するように指導 

しています。教科別では国語に３０分以上、数学と英語は各 1時間以上の学習時間が必要だ

と言われています。部活動に励んでいる生徒は、少ない時間でも集中力を発揮して家庭学習

 高校生活に対する気持ち 人数 ％ 

① 授業の進度についていけるか不安 124 38.6 

② 部活動と学習の両立ができるか不安 69 21.7 

③ 学習や生活のリズムがうまく保てるか不安 61 19.2 

④ 進路の考え方がわからず不安 17 5.3 

⑤ 特に不安はなく高校生活が楽しみ 28 8.9 
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を行うことにより十分な学力を身につけるよう、少しでも家庭学習時間を確保するように

してほしいと考えています。 

 

Ⅱ 考査について 

 1年次生は、校内での考査を 6回実施します。この成績と平常点を参考にして、観点別評

価及び評定がつけられます。本校は 2期制のため、前期評定（9月末）と年次末評定（3月

末）を通知します。特に注意していただきたいのは、3 年次で推薦入試を考えた場合は、1

年次の年次末評定も大きく関わってくるということです。国公立大学の推薦入試、指定校推

薦入試では 3 年間の評定平均値が大きく合否に影響します。日々の授業や課題をしっかり

やり、学習を積んで考査に臨むことが大切です。テスト前だけ勉強しても真の実力はつきま

せん。計画的に学習していくことが着実に学力を伸ばします。 

 

＜考査実施予定日＞ 

前期：考査Ⅰ（5/19～22）、考査Ⅱ（6/30～7/3）、考査Ⅲ（8/31～9/2） 

後期：考査Ⅳ（10/20～23）、考査Ⅴ（12/1～3）、考査Ⅵ（2/8～2/12）  

 

下のグラフは 1 年次生の学習意欲の変化です。 

 

4 月～夏休み前 

入学直後はやる気に満ちあふれ、学習意欲も高いですが、少しずつ学習の意欲が低下しま

す。6 月の栄進祭後に、丁寧に学習することが求められます。ここで勉強のモチベーション

を保てるようにしましょう。 

 

夏休み 

 7 月までの学習の振り返りや夏休みの課題をやろうという意識から、１年間を通して学習

意欲が高い時期です。部活動だけで日々が過ぎていかないよう、１日の過ごし方を工夫して

過ごしましょう。夏季課外、河合塾模試なども実施されます。夏休み明けは考査Ⅲが待って

います。 
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9 月～11 月 

学習意識、実際の学習活動ともに低下してしまう時期です。栄進カップ（校内のスポーツ

大会）後に勉強のモチベーションを取り戻すことが肝心です。前期の成績が 9 月 30 日（火）

に通知されるので、新しい目標を立て、文理選択のために自己分析してほしい時期です。も

う一度、家庭学習の見直しが必要になる頃です。 

12 月 

 冬休みになったら勉強するというような「勉強の後回し」傾向が強まります。学習意欲が

低下した状況が続いてしまうことがあり、勉強の優先順位についてよく考えることが大切

かと思われます。 

 

1 月～3 月 

 3 年次生は大学入学共通テストがあり、入試本番の時期です。1 年次生は、１月に進研模

試と英語検定（全員受験推奨）があります。この時期から 2 年次への準備と 1 年次の学習

の総仕上げを行います。そのことにより、全体的に学習意欲が回復します。 

※ 数年前から高校入試期間が採点も含めて長くなり、2・3 月に生徒の自宅学習期間の

日数が増えています。この期間を活用し、１年間の復習を行えるようにしましょう。 

 

Ⅲ 模擬試験について 

 ベネッセ主催のスタディーサポートと進研模試、河合塾主催の全統模試を実施します。ス

タディサポートとは基本的な知識の定着度と典型的問題への対処力を診るテストです。ま

た、学習習慣についてのリサーチも行います。進研模試と全統模試は基本から応用・発展ま

でを総合的に診るテストで、全国集計結果により相対的な学力を測ることができます。また、

大学の合格判定や合格ラインも示されますので志望大学との学力の差から今後の学習につ

いての計画を練ることもできます。また、模擬試験の成績表は受験約 1 ヶ月後に返却され、

生徒面談などで利用します。ご家庭におかれましても模擬試験結果の確認をしていただき、

次回までの目標を立てるためにお役立てください。 

 

 

 

   

 

 

 

 

＜模擬試験の活用法＞ 

(1)  受験前（約 1 ヶ月前～） 「模試」に合わせて計画的に学習！ 

「模試」は１年間を通して受験することにより、その問題・解答解説・成績表は、最良

の参考書と個人データとなります。普段の授業の復習をしっかり行い、目標を立てて受

験して下さい。 
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(2) 受験当日 「模試」と思わず「入試本番」だと思って受験！ 

現在の自分の実力を知ることが模試の大きな目的の一つです。模試を受験する際は、い

い加減な気持ちで受験するのではなく、「今から入試本番に臨むんだ」という気持ちで

臨みましょう。 

(3) 模試受験直後 復習は熱いうちに！ 

模試の終了後に解答解説冊子が配布されます。模試を受けっぱなしにしてしまうこと

は論外です。模試受験中の記憶が鮮明なうちに解答解説を読み、試験問題の復習をする

ことで、実力が向上していきます。模試復習は受験直後に取り組むことが肝要です。 

(4) 個人成績表返却後（約 1 ヶ月後） 一喜一憂しないように！ 

模試の結果が良ければ「この調子でがんばろう！」と気を引き締め直し、結果が悪けれ

ば「次回までに何とか挽回しよう！」というように、前向きな気持ちになることが大切

です。 

 

Ⅳ 文理選択について 

 文理選択とは、文系・理系のどちらの分野に進むのかを選ぶもので、そこで選択した道は

大学（学部・学科）や職業などの将来を大きく左右することになります。栄進高校では 2 年

次になると「文系」と「理系」に分かれたクラス編成になり、3 年次ではさらに進路に沿っ

た授業の編成が行われます。そのため、大学・研究所・企業等への訪問、職業観セミナー、

模擬試験等を通して、自己の適性や進路を考える機会を設けています。 

10 月には、進路説明会(文理選択説明会)を実施し、2 年次からの文系・理系コース分けに

ついての説明を詳しく行います。そして、お子様の興味関心を満たすにはどのような進路が

適しているのかを慎重に考えていただきたいと思います。特に気をつけたいことは、「数学

が苦手だから文系」「国語が苦手だから理系」など消去法で文理選択をしないということで

す。本当に学びたいことを重視していただくのが将来的にもいいと思います。 

12 月の保護者面談時に、文理選択の希望調査を行う予定です。 

 

＜文理決定まで＞ 

 

 

 

 

 

 

                 

 

三者面談時（12 月 14 日～18 日）に希望用紙配布→冬休み明けに希望提出 

 

① 学校行事:進路講演会(5 月)、大学・研究所・企業訪問(10 月)、 

文理選択説明会 (10 月)、職業観セミナー(11 月) 

キャンパスツアー（希望者） 

② LHR：  進路学習、大学・学部・学科調べ、職業調べ、個人面談 

③ 各自：   看護体験（希望者）、大学オープンキャンパス（任意） 
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Ⅴ 予備校・塾について 

栄進高校も通塾している生徒さんがいますが、通塾生の中には映像講義のみを受けてい

ることもあるようです。上手に塾を利用できれば良いですが、塾で出された課題をこなすこ

とができなかったり、高額な費用を払うことになってしまう場合もあります。塾に頼らなく

ても、学校の授業と課題をこなしていけば、大学受験も十分に乗り越えられる力がつくよう

に指導しております。実際に塾に通わずに多くの生徒が合格を勝ち取っています（北海道大

学、東北大学、筑波大学、千葉大学、茨城大学、茨城県立医療大学など）。高校の学習に不

安を抱いている今の時期、まずは予習・授業・復習の学習スタイルを確立し、学校の課題に

真剣に取り組むことを心がけて基本的な学習習慣を形成してください。また、学習の仕方等

について悩みなどがあれば、クラス担任や教科担当者に質問することをお勧めします。 

進路関係でお困りのことやご不明な点がございましたら、学校に連絡をしていただけれ

ばと存じます。これからも本校の進路指導にご協力をいただきますよう、よろしくお願いい

たします。 
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令和８年５月 

保護者・生徒の皆様 

教育相談部 

茨城県立牛久栄進高等学校  スクールカウンセラー 赤城美佳 

スクールカウンセラーだより 

  ご入学・ご進級おめでとうございます。新生活の疲れが出てくる頃かと思います。 新生活はわくわくする一方いつもの自

分のペースが掴めず、知らず知らずのうちに周りに合わせて疲れてしまうということがあります。このあたりで、本来の自分

のペースを取り戻すために１人の時間やリラックスする時間を意識して取ってみましょう。 

 保護者の皆様も、お子様の様子にご心配になることがあるかもしれません。お１人で対応するより誰かに相談することが

解決への近道になることがあります。生徒だけでなく、保護者の方のご相談も増えていますので、お気軽にご利用ください。 

 

１ 今年度のスクールカウンセラー相談日  

第 1回 ４/２０（月） 第 2回 4/２７(月) 第 3回 5/１３(水) 第 4回 5/1８（月) 

第 5回 ６/１(月) 第 6回 6/１５(月) 第 7回 6/２２(月) 第 8回 6/２９(水) 

第 9回 ７/６(月) 第 10回 7/１３(月) 第 11回 ９/７（月） 第 12回 ９/14(月) 

第 13回 9/28(月) 第 14回 １０/７(水) 第 15回 １０/19(月) 第 16回 10/26(月) 

第 17回 1１/２(月) 第 18回 １１/９(月) 第 19回 １１/16(月) 第 20回 11/２５(水) 

第 21回 11/30(月) 第 22回 1２/７(月) 第 23回 12/1４(月) 第 24回 12/２１(月) 

第 25回 1/１８(月) 第 26回 1/2７(水) 第 27回 ２/１７(水) 第 28回 ２/２４(水) 

第 29回 ３/１５(月) 

※曜日によって時間帯が異なりますので、ご注意ください。 

 

２ 日程   1コマ 50分程度  月曜日 (1)１３：４０～（５時限目） (2)１４：４０～（６時限目） 

水曜日 (1) ９：５０～（２時限目） (2)１０：５０～（３時限目） 

３ 場所   なんでも相談室（本校１階 事務室横通路奥）   

４ 申込方法 

予約制になっております。希望の日時を、スクールカウンセラー担当（小沢先生）、担任の先生、または保健室養護教諭

（稲木先生）に申し込んでください。保護者の方は電話での申込みも可能です。 

牛久栄進高等学校 電話 ０２９－８４３－３１１０ 

５ その他   

授業の時間帯は「公欠扱い」となります。生徒だけでなく保護者の方のご相談もお待ちしています。 

 

【心理学ワンポイントアドバイス】 

 新年度、そろそろ疲れが出てきて、朝起きるのがつらい、夜眠れない、なんだかやる気が出ないという感じがする人がい

るかもしれません。そのようなときは、次の３つのことを意識してみましょう。 

①軽い運動をする。寝る前のストレッチもおすすめです！ 

②睡眠をしっかりとる。寝るだけで、元気が回復してきますよ。 

③スマホは長くても１日３時間までにする。スマホから少し離れる時間を取ると元気になると言われています。 

もし、それでもなかなか改善しない場合には、相談室のご利用もお待ちしています。 

 

 

 


